
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新年あいさつ】 

 

●甲府市地方卸売市場協会 会長 仙洞田 寿 

 皆様方におかれましては、元旦より大変良い天気に恵まれ、清々しい年明けを迎えられたこととお慶び申し上

げます。 

昨年は、ロシア、ウクライナ情勢により、輸入水産物や配合飼料、石油、資材の価格が上昇するとともに、北

方四島周辺などの北西太平洋の漁業にも多大な影響力を及ぼし、水産業も大きく取り沙汰されました。こうした

状況は、我が国にリスクを与えていることも注視すべき問題だと想定されます。 

また、青果物においても、為替相場における円安の影響などから様々な変動があり、現在もその影響が大きく

影を残しております。 

さて、コロナと共存する「ニューノーマル」が日増しに日常化しつつありますが、コロナ対策が一時期よりか

なり緩和されたとは言うものの、いまだ県内の飲食、宿泊業にも大きな影響を与えています。それと同時に人と

の交流の無いネット上の商品販売がコロナ以前より高まり、これまでの流通の根幹を揺るがし、波状攻撃のごと

く市場の機能を飲み込みうる可能性をも感じさせる勢いです。 

このような外的要因による変化にどのように対処していくか、真剣に取り組んでいくか、が問われ、その一歩

を確実に歩んでいく年だと思われます。市場全体が一丸となって取り組み、今年一年を五年・十年先の時代に対

応できる市場にする為、皆様方と力を合わせ努力していきたいと思っています。 

結びに、今年が皆様方に幸多からんことを切願し、新年の挨拶とさせていただきます。 

 

●市場長 藤原 正彦 

 市場関係者の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。 

 さて、昨年は、長引くコロナ禍に加え、物流コストの高騰など、皆様方の事業経営にも、大きな影響を与えて

いるものと拝察いたします。そのような中におきましても、市民はもとより、県民への食料品の安全・安定供給

に重要な役割を担っていただいておりますことに、心より感謝を申し上げます。 

 本年は、昭和４８年の中央卸売市場開設から５０周年という、記念すべき年を迎えます。大きな節目に向けた

記念事業の実施を考えてまいりますので、皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 今後とも、本市場が県内唯一の公設市場として、高い公共性を確保し、生鮮食料品の流通拠点としての使命を

果たしてまいりたいと考えておりますので、引き続き、なお一層のお力添えを賜りますよう、お願い申し上げま

す。 

 結びに、本市場のますますの発展と、本年が皆様方にとりまして、うさぎ年にふさわしい飛躍の年となります

ことを祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。 
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